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　本誌は 1996 年に創刊され，内視鏡外科手術の黎明期から 20 年にわたり本邦における低侵襲手術の領域
横断的発展に大きく貢献してきました．このたび由緒ある本誌編集委員に加えていただき，折に触れてそ
の責任の重さを感じています．
　先日，厚生労働省の事業に日本内視鏡外科学会として支援を行った「ベトナム内視鏡外科医向け胃癌手
術研修（講義，アニマルトレーニング）」に参加しました．聞くところによると，ベトナムでは戦争の影
響で 1975 年以降の生まれの世代が主戦力となっているそうで，比較的若い先生を中心とした活気溢れる
研修でした．その中で，「大網切除，網嚢切除はどのように行うのか？」，「胃下部進行癌根治手術の際，
再発時の閉塞性黄疸発症予防目的で # 12 b リンパ節郭清を臨床試験として行っているがどう思うか？」
など，以前にロシアやタイの内視鏡外科医を対象とした研修に参加した時と同じく，進行胃癌に対する低
侵襲手術のエビデンスやノウハウを問う質問を多数受けました．これらの国では，胃癌の癌部位別死亡率
がベトナムやロシアでは国内第 3 位，タイでも第 4 位（Globocan 2012）と高い一方，本邦のような mass 
screening program がなく内視鏡診断・病理診断が発展途上にあり，最新のテクノロジーを駆使した進行
癌に対する低侵襲手術のニーズが高まっています．
　本邦における悪性疾患に対する低侵襲手術は，外科的・腫瘍学的安全性の見地から早期癌に対する縮小
手術を中心に発展してきました．技術や教育システムが熟しつつある昨今，外科的・腫瘍学的難易度の高
い領域に対する内視鏡外科手術の国内における議論をさらに深め，近隣諸国のニーズにも応え得る安全性
と根治性を兼ね備えた低侵襲手術体系を確立していく必要があると痛感しています．本誌をそのような場
として活用していただけるよう，微力ながら尽力して参る所存です．皆様の活発な投稿を心よりお待ちし
ております．
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第 22 巻 1 号
『投稿論文特集』

●原著
地域における腹腔鏡下大腸癌手術の現状 � 川崎健太郎・他　神戸労災病院外科
Internal Organ Retractor を用いた大腸癌に対する
　腹腔鏡下大腸切除術の検討 � 加藤久仁之・他　能代厚生医療センター外科
●症例報告
腹腔鏡下肝外側区域切除術を施行した肝内結石症の 1例 � 中馬基博・他　北里大学医学部外科
骨盤内動静脈奇形合併直腸癌に対して腹腔鏡下に根治的切除を行った 1例 � 武田昂樹・他　大阪大学医学部消化器外

科
腹腔鏡下手術が有用であった大網捻転症の 2例 � 増田　崇・他　大分赤十字病院外科
左胸腔鏡下に核出した食道GISTの 1例 � 森　至弘・他　埼玉県立がんセンター消化器外科
黄体血腫の鼠径ヘルニア嵌頓に対して腹腔鏡下付属器摘出術と
　鼠径ヘルニア根治術を同時に施行した 1例 � 中川悠樹・他　横浜労災病院消化器センター
卵巣穿通を伴ったS状結腸憩室炎に対し腹腔鏡下S状結腸切除術を施行した
　1例 � 大西　宙・他　横須賀共済病院外科
食道胃接合部癌に対し上体右半側臥位で胸腔鏡・腹腔鏡下下部食道胃全摘，
　胸腔内食道空腸吻合術を行った 1例 � 中島誠一郎・他　愛育病院外科
鼠径ヘルニア術後 10 年目にS状結腸穿通をきたし腹腔鏡補助下にメッシュを
　除去した 1例 � 上原拓明・他　新潟市民病院消化器外科
経肛門的小腸脱出を来した特発性直腸穿孔に対する腹腔鏡下手術の経験 � 山田　翔・他　厚生連高岡病院外科
術前診断し得た成人回腸非交通型重複腸管に対し腹腔鏡補助下に切除した
　1例 � 三宅　亨・他　滋賀医科大学外科学講座
食道静脈瘤合併胸部食道癌における内視鏡下手術手技の工夫：
　腹部操作先行・脾摘付加が胸部操作時の出血抑制に有効と
　考えられた 2例 � 森　至弘・他　大阪市立総合医療センター消化器外科
吊り上げ式腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した特発性小児胆嚢結石症の 2例 � 谷口正展・他　長浜赤十字病院外科
腹腔鏡下腹壁瘢痕ヘルニア修復術後メッシュ感染に対して二期的に内視鏡下
　Component Separation 法で修復した 1例 � 今村清隆・他　手稲渓仁会病院外科
●私の工夫
胃粘膜下腫瘍に対する腹腔鏡下胃局所切除術におけるEndo 
　GIA Radial ReloadTM の応用 � 坂口善久・他　国立病院機構九州医療センター消化器外科

但し誌面の都合により変更がございます．ご諒承ください．

2026/09/16 01:14:31


